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小学校英語のための暗記学習代替法の提案
－「動詞キューワード」を用いた
思考型英会話学習法
大　月　敦　子
1．はじめに
　本研究は，従来の暗記学習の代替学習法として，自律的に英会話基礎力の
習得を目指さした「思考型英会話学習法」の研究を基に，小学校での英語授業
を具体的な対象として，小学校児童の発達に合った教授法と学習教材の研究開
発を行っている。その中で中心的な役割を担うのが「動詞キューワード“Verb 
Cue Word”：きっかけとなる言葉」1である。動詞が他の語と比較すると統語・
意味の両面に於いて，優れていること，即ち，文を発話する際に動詞がキュー
として機能することに着目している。これまでの本研究の中で，「動詞キュー
ワード」が学習効果・学習負荷・学習の自律性の点で優れていることが分かっ
ており，従来の暗記学習の代替学習法になると考えた次第である。
　暗記学習による学習負荷は大きく，特に小学校児童の健やかな成長への影響は
大きいと本研究は考えている。そこで本研究が提案する学習法の小学校英語への
適用可能性を探るために，福島県郡山市立桃見台小学校の協力を得て授業実践研
究を行っている。本稿は，その実践研究を行うに至った背景・授業実践内容・観
察結果と考察を報告する。これにより，小学校英語のための暗記学習代替法とし
ての「動詞キューワード」を用いた教授法と学習教材開発の可能性を示す。
1 キュー“cue”：本来はきっかけとなる発語・照明・擬音などによる合図。
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2．研究の背景 (1)：小学校英語は何を必要としているのか
2.1 小学校教員の意識調査
　小学校英語を教科に入れるに当たって，様々な議論が行われている。「日
本語習得への影響」「発達段階への適正」「学習効果の有無」「英語学習の必
要性」等 (大津・鳥飼 :2002)があるが，本研究は特に「発達段階への適正」
と「学習効果の有無」に着目し，小学校での「英語」授業に関する教員の意
識調査を行った。教員が英語の授業を行うにあたって，何を必要とし，どの
ような問題を抱えているのか，そしてそれらの回答から，適正や学習効果へ
の期待度を調べた。調査はアンケート形式で，福島県と宮城県の公立小学校
のそれぞれ 1校，計 2校の教員を対象に，無記名回答形式 (図 1)で行った。
図 1　「アンケート質問紙」
小学校英語についてお尋ねします。
　
【A】当てはまるものを〇で囲むか、ご記入ください。　
　
1．性別：　男　・　女
2．小学校教員歴：(　　　　　　　年間 )　
3．小学校英語教育について伺います。
　a. 小学校英語教育は必要だと思いますか？ (一回答でお願いします )
　　　㋐ とても必要だと思う　　　㋑ 必要だと思う　　　　㋒ どちらとも言えない　
　　　㋓ 余り必要とは思わない　　㋔ 必要と思わない
　
　b. 小学校での「英語」の指導歴は何年ですか？ (一回答でお願いします )
　　　㋐ 1～ 2年　　㋑ 3～ 5年　　㋒ 6～ 10年　㋓ 10年以上　　㋔一度もない
　
　c. ご自分の「英語」の授業に満足していますか？ (一回答でお願いします )
　　　㋐とても満足している　　㋑満足している　　　　　㋒ どちらども言えない
　　　㋓あまり満足していない　㋔全く満足していない
　
　d. c.の質問で㋒どちらとも言えない　㋓あまり満足してない　㋔全く満足してないと
　　お答えいただいた方に伺います。(複数回答可 ) その理由をお答えください。
　　　㋐教材が十分でない　㋑教授法が十分でない　㋒教員の英語力が不十分
　　　㋓その他 (　　　　　　　　)
　
　e. 現在使用されている教材の中で気に入って利用しているものは何ですか？ (複数回答 )
　　　㋐教科書 (　　　　　　　　　　　)　㋑ピクチャーカード (　　　　　　　　　　　)
　   　 ㋒音声教材 (　　　　　　　 　　)　　㋓映像教材 (　　　　　　　  　　　　　　　)
　　　㋔その他 (　　　　　　　　　　　　　　　)
　
　f.「英語」の授業を行うにあたって、今後、何を望まれますか？ (複数回答 )
　　　㋐学習効果のある教科書・教授法　 ㋑学年令に合った教科書・教授法
　　　㋒ネイティブスピーカーによる指導　㋓ 音声教材　　　　　㋔ 映像教材　　
　　　㋕多種多様なピクチャーカード  ㋖「英語」指導者養成　⑨その他 (　　　　　　　)
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　アンケートは，教員歴を問う質問は記入式で，それ以外の質問には 4～ 5
通りの回答例を示し，1乃至複数回答の選択式で行った。また，教材を問う
質問に関しては，使用している教材名も記入してもらった。
　　対象者数　　　：33名
　　回答者数　　　：29名 (女：21名／男：8名 )
　　回答者の教員歴：平均　22年
　　実施期間　　　：2016年 3月 ~8月
2.2　調査結果
　小学校教員への「小学校英語は必要だと思いますか？」の質問に対して，
74％が小学校英語は必要であると回答した (表 1)。現在，小学校英語教育そ
のものの必要性を問う議論が盛んに行われている今日だが，小学校教員の
74%は，小学校英語を肯定的に受け止めていることが分かった。
表 1．「小学校英語教育は必要だと思いますか？」　(一回答 )
とても思う 思う
どちらとも
言えない　
あまり　
思わない
思わない
7(26%) 13(48%) 3(11%) 4(15%) 0(0%)
　次に，「自分の「英語」の授業に満足していますか？ (複数回答 )」の質問
に対して，96％の教員が自分の「英語」の授業に満足していないと回答した (表
2)。その理由を問う質問「満足してない理由」に対して，「教員自身の英語力
不足」と回答したのが 49%，「教授法が十分でない」と回答したのが 41%だっ
た (表 3)。ほとんどの教員が，自身の英語力不足と教授法が十分でないと考
えており，小学校英語のための暗記学習代替法として本研究が提案する教授
法の研究開発が急務であることが分かった。
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表 2．「自分の「英語」の授業に満足していますか？」(1回答 )
とても
満足　
満足
どちらとも
いえない　
あまり満足
してない　
全く満足
してない
0(0%) 1(3%) 13(45%) 14(48%)           1(3%)
   
表 3．「満足していない理由」(複数回答 )
教材が十分で
ない　　　　
教授法が十分で
ない　　　　　
教員の英語力が
不十分　　　　
その他
3(8%) 15(41%) 18(49%) 1(3%)
　
　また「英語の授業を行うにあたって何を望みますか？ (複数回答 )」の質
問に対して，「指導者養成」が 24%で最も多く，次に「学年齢に合った教科書・
教授法」と「学習効果のある教科書・教授法」がそれぞれ 19%，16%と続く。「教
科書・教授法」で纏めると，35%と最も多くなる (表 4)。従って，学年齢に
合った学習効果のある教授法・教材の研究開発を行う本研究の意義は大きい
と考える。一方「ネイティブスピーカーによる指導」への回答は，予想に反
して 16%と少なく，AET(英語指導助手 )の活用に課題があることが分かっ
た (表 4)。
　
表 4．「英語の授業を行うにあたって何を望みますか？」(複数回答 )
学習効果
のある教
科書・教
授法　　
学年齢に
あった教
科書・教
授法　　
ネイティ
ブスピー
カーによ
る指導　
音声教材 映像教材
指導者
養成　
その他
13(16%) 15(19%) 13(16%) 11(14%) 8(10%) 19(24%) 1(1%)
     
　
　
　以上，多くの教員は，小学校英語教育が必要であると考える一方，発達年
齢に合った学習効果のある教科書・教授法の提案を求めていることが分かっ
計 35%
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た。これによって本研究の必要性や意義は大きいと考える。
3．研究の背景 (2)：言語学研究からの応用　
3.1「動詞キューワード」の発案
　　本研究は，英語のメトニミー 2 (換喩 )の言語学研究から端を発し，そこ
で得られた成果を「動詞キューワード」英会話学習法として英語教育に応用
するものである。
　
　メトニミーの言語学研究「メトニミーの言語処理プロセスについての分析」
(大月 :2010)は，「動詞」が，文を形成する語順のシステムを規定する統語だ
けでなく，語句の意味形成に於いても，生産性・柔軟性に於て優れているこ
とを明らかにした。そこでは表面的には恣意的に見える比喩の一つであるメ
トニミーの生成システムが，動詞による意味の「強要“Coercion”」によっ
て起こることが分かっている。
　そこで，動詞の柔軟性 (Flexibility)と生産性 (Productivity)が，英語発話時
に文の生成を統語と意味の両面から手助けする関係をモデル化 (図 2)すると
ともに，「動詞キューワード練習法」を発案し，英語教育・英会話学習法に
応用するに至った。
図 2　「思考型英会話学習モデル」(大月：2015)
 2 メトニミー“Metonymy”は，日本語の「換喩」に相当し，メタファー“Metaphor”
と同じ比喩表現の一つである。現在は，語の多義・文生成・認知機能の議論へと発
展している。
SENTENCE
SENTENCE
SENTENCE SENTENCE
SemanticsSyntax
Flexibility Productivity
Cue
Verb
Cue
Cue
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3.2　英語教育・英会話学習法への応用可能性
　「動詞キューワード」の英語教育・英会話練習への応用可能性を探るために，
大学生を対象に実験及び授業実践を行った。その結果，以下 (1)〜 (3)の成果
を得ることができた (「思考型英会話学習法」の応用言語学からの試み ~ア
ンケートによる学習評価を中心に ~」(大月：2015)，「思考型英会話を可能に
する動詞の生産性―言語学から第二言語習得への応用―」(大月 :2014))。
(1)動詞キューワードの優位性を確認
　英会話の際に，内容語としての動詞・名詞・形容詞の中で，動詞がキューワー
ドとして文を作り出す生産性や柔軟性が最も高いことが分かった。これによ
り，動詞をキューワードとして用いることが妥当であることが示され，「思
考型英会話学習法」の可能性が明らかになった。
(2)英語苦手意識の改善を確認
　過度な暗記学習によって英語嫌いとなったり，自信をなくしていた学習者
達が，本研究の授業実践を受けることによって，英語で話すことの楽しさを
味わい，自信を持ち，苦手意識が改善をしていることが確認できた。
　　　　　　　　　　　           　
(3)言語操作時の「思考」を確認
　動詞の優位性を，英会話学習の際の「キューワード」として利用する授業
実践を行った結果，学習者の 99％から，「考えながらスピーチができた」，「思
い出しながらスピーチができた」，「暗記感がなかった」，「自分の言葉で話し
ている感じがした」との回答を得た。このことから，本学習法によって学習
者が暗記に頼らず，考えながら英文を組み立てつつ話をしている。つまり自
律的に「思考」していることが分かり，動詞がキューワードとして機能して
いることを確認した。
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4．小学校英語のための暗記学習代替法
4.1「動詞キューワード」の授業実践に向けて
　「動詞キューワード」を使った「思考型英会話練習法」の学習効果は，大
学生を対象にした研究の中で，英会話が未熟な初級レベルの学習者に著しく
効果が高いことが確認されている (大月：2015)。理由は，ある程度の英会話
力を持っている日本人学習者は，既に基本的動詞の使い方を会話の中で既に
習得しているためだと考える。つまり英会話上級者は，英語の言語回路がす
でに出来ており，言い換えれば，“英語脳”と言うものがすでに形成されて
いる，または形成されつつあるからだ。そのため，初級レベル学習者の方が
効果が高く認められたのだと考える。
　以上の背景から，この手法を小学校英語に応用することを発案した。その
際に，小学校児童に「動詞キューワード」をどのように示すかを考えねばな
らない。本研究では，対象が小学校児童であること，そして“キュー”の役
割をイメージしやすく，そして，機能させるために，「ピクチャーカード」
を作り，児童が英語を発話する際にそれを示すことにした。
4.2「動詞キューワード」ピクチャーカード
　「動詞キューワード」のピクチャーカードは，動詞が示す動作を絵で表し，
その下に英語のルビを付けた (図 3)。動詞の意味を，日本語を介さずに，絵
から動作の意味を理解させるという意図もある。例えば動詞“want「欲しい」”
(図 3．)の意味を絵から想像・理解させ，その意味を英字ルビに結びつけて
学習させる。ピクチャーカードが“キュー”として機能し，そして日本語を
介さずに動詞が表す意味を指導することができると考える。
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図 3．「動詞キューワード」(©SHIZUHA 2016)
   
　
　図 3の「動詞キューワード」が提示されると，動詞の統語と意味の優位性
と結束性から，動詞が“キュー”となって作用し，主語と目的語が類推される。
そこに副詞や形容詞の情報が与えられれば，さらに長く複雑な文を形成し発
話することができる。
　動詞の統語と意味に於ける優位性は，人間が生得的に持つ言語能力を背景
としているため，たとえ言語能力が未成熟で発達途上段階の小学校児童であ
ろうとも当然認知し，機能させているはずである。また，このような動詞の
優位的特性が，母語習得課程の段階においても当然作用していると考えれば，
その活用こそが小学校児童の学習負荷を大きく軽減できると考える。
　従来の暗記学習に依存した教授法で小学校児童に英語を指導することに
は，学習負荷や学習効果の点で，大いに疑問や危惧がある。その代替学習法
として，本学習法を検討する価値はあると考える。そこで小学校児童への「動
詞キューワード」の効果を検証するために，次節の授業実践を行ったので報
告する。
4.3 授業実践
　授業実践は二クラスを対象に，2015年度に 3回，2016年度に 3回，5年生
〜 6年生の約二年間，各々計 6回行った。よって，二クラスともに授業参加
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児童の変更はなく，それぞれの学級担任教諭の変更もなかった。
【実施期間】　2015年 10月 /12月 /2016年 2月 /6月 /7月／ 9月
　　　　　　(45分ｘ 6回：1クラスにつき )
【実施小学校】　福島県郡山市立桃見台小学校
【対象児童】　小学校 5年生から 6年生の 2クラス
　　　　　　1クラス約 25名 (1組，2組 )
【学習目標】
　1． 「基本動詞」want/have/play/study/eatをキューワードに文レベルで英語
を話し，英語脳の構築と定着を図る。
　2． 「動詞 キューワード」練習で，考えながら英文を組み立て，英語で話
す基礎力を養う。
【学習内容】　「動詞キューワード」による思考型英会話の練習
【教材】
　1． オリジナルピクチャーカード
　2． 動詞ピクチャーカード：want/have/play/study/eat
　3． 文字カード：(主語 ) I
　　　　　　　　　(副詞 ) every day/ in the restaurant 
　4．  名詞ピクチャーカード：目的語となる名詞
【学習の流れ】
　1．ピクチャーカード (動詞／目的語／補語 )の意味・発音を確認。
　2． 形容詞・副詞の語句カードの意味・発音の確認。
　3． 「動詞キューカード」以外のピクチャーカードと語句カードを黒板に貼
る。
　4． 「動詞キューカード」をフラッシュカードとして提示し，それに合わせ
て児童の英文発話を促す。
4.4「動詞キューワード」効果
　以下は，授業実践を行った際，基本動詞ごとの「動詞キューワード」によっ
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て，児童が発話した文内の語数である。例えば動詞“want”のピクチャーカー
ドを“キュー”として児童に提示することによって，先ず，主語＋動詞＋目
的語による“I want a cake.”の最小の単文が生成される。主語＋動詞＋形容
詞＋名詞 (目的語 )の単文から，主語＋動詞＋形容詞＋名詞 (目的語 )＋副詞
へと，より長い文が無理なく，ほぼ自発的に生成された。つまり，動詞を提
示するだけで，文レベルの発話が無理なく言語処理される。以下の例から，「動
詞キューワード」によって，長く複雑な文が生成されていくのが分かる。
図 4．「基本動詞による発話語数」
“want”
① I want a cake.　(総単語数 4 words:主語＋動詞＋目的語 )
② I want a cake, please.　(5 words:主語＋動詞＋目的語＋副詞 )   
③ I want a big cake, please.　(6 words:主語＋動詞＋形容詞＋名詞＋副詞 )
④ I want a lot of big cake, please.　(8 words：主語＋動詞＋数詞＋形容詞＋名詞
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋副詞 )
⑤ I want a lot of big cake every day, please.　(10 words: 主語＋動詞＋数詞＋形容
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 詞＋名詞＋副詞＋副詞 )
“have”
① I have a bicycle.　(4 words:主語＋動詞＋目的語 )
② I have a white bicycle.　(5 words:主語＋動詞＋形容詞＋目的語 )  
③ I have a small white bicycle.　(6 words:主語＋動詞＋形容詞＋形容詞＋目的語 )
④ I have two small white bicycles.　(6 words：主語＋動詞＋数詞＋形容詞＋形容
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞＋名詞 )
“play”
① I play soccer.　(3 words:主語＋動詞＋目的語 )　　
② I play soccer with my friends.　(6 words:主語＋動詞＋目的語 +副詞 )
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③ I play soccer with my friends every day.　(8 words:主語＋動詞＋目的語＋副詞
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋副詞 )
“study”
① I study math.　(3 words:主語＋動詞＋目的語 )
② I study math with my friends.　(6 words:主語＋動詞＋目的語＋副詞 )
③ I study math with my friends every day.　(8 words:主語＋動詞＋目的語＋副詞
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　句 +副詞句 )
“eat”
① I eat rice.　(3 words:主語＋動詞＋目的語 )
② I eat rice for breakfast.　(5 words:主語＋動詞＋目的語＋前置詞＋名詞 )
④ I eat rice for breakfast every day.　(7 words:主語＋動詞；目的語＋前置詞＋名
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞＋副詞 )
　
5．授業実践の観察と考察
　「動詞ピクチャーカード」を用いた授業実践を行った結果，次のような観
察と考察が得られた。
① 学習効果の確認
　　授業の中では，「動詞ピクチャーカード」の動詞の意味を確認した後に，
「動詞ピクチャーカード」と児童が選んだ目的語・副詞ピクチャーカード
を組み合わせ，各児童が英文の発話練習を行い ,「動詞キューワード」効
果の確認を試みた。「動詞キューワード」を提示するだけで，主語・目的語・
補語・副詞を配列して発話を行っていた。また，練習回数が増えるに従っ
て，スピード，発話語数が上がり，授業の終わりにはほぼ児童全員が「動
詞キューワード」の提示だけで，5～ 8語から成る英文を口頭発表するこ
とができた。これは，「動詞キューワード」効果によって，語の統語的結
束性が促進したと考える。このことから，小学校児童でも「動詞キューワー
ド」の学習効果が高いことが確認された。また「動詞キューワード」フラッ
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シュカードの更なる精査によって，より学習効果の高い教材開発の可能性
も確認できた。
② 「英語」学習意欲の向上の確認
　　英語を語句レベルではなく文レベルで発話できることに，英語を話す楽
しさと自信を持っている様子が見られ，児童の学習意欲の向上を確認でき
た。そしてほぼ全員の児童が「英語が好きだ」と発言していた。このこと
から，学習負荷の観点からも「動詞キューワード」効果が機能しているこ
とが確認できた。
③ 暗記学習代替法の可能性
　　英語の学習には，ある程度の暗記は必要である。しかし，過度の暗記は
弊害が大きい。ましてや未発達の小学校児童に，学習負荷の高い暗記学習
を負わすことはできない。「動詞キューワード」練習から得られた達成感・
満足感から来る児童達の明るさと積極性には，本手法が暗記学習代替法に
十分になり得ると確信できた。
④ 「脳内モジュール」の形成と「自律的学習」への発展
　　「動詞キューワード」練習によって，英語の語順や語彙間の意味的結束
性が新たな脳内モジュールを作り上げ，学習の定着が進むと考えている。
それにより，児童の英語言語操作能力の自律性が促進されると考える。こ
の自律性とは，いったん脳内モジュールが形成されると，それに別の文脈
や情報を加えることで応用性・汎用性のある英会話力を持つようになるこ
とを言う。暗記に依存せずに，言語能力としての「思考」，言い換えれば，
人間本来の言語能力を基に言語処理をしながら考えつつ英語を話す力を養
成することに発展すると考える。
⑤ 小学校現場との議論と連携
　　研究協力校の担当教員との会議の中で，学校現場からの要望・意見を知
ることができ，また意見交換もできた。このことが研究をすすめる上で大
変貴重なヒントになり，研究や教材開発の改善につながった。また本研究
授業時間以外にも，クラス担任の研究協力教員が，「動詞キューワード」
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のフラッシュカードを使って，児童達に練習の機会を作ってくれたことは，
学習指導を進める上で大いに役立った。このような，研究者と現場教師と
の交流は，予想以上に両者に取ってプラスになるものが多く，ひいては小
学校英語教育の，いい意味で雰囲気作りに役立ったことを注記しておきた
い。
まとめ
　授業実践によって多くの成果が得られたが，解決すべき，また明らかにす
べき課題も多く得られた。①本研究の根幹である「思考」について，その定
義について，そしてその定義の根拠を明らかにすること，②授業実践時の児
童の音声・画像データの分析をすること，③より多くの実践的検証と分析を
すること，そして④小学校現場に合った具体的な教授法の確立と教材開発を
すること等である。
　すでに文部科学省やそれぞれの市区町村の教育委員会が主体となって，独
自の小学校英語の教科書・教材作りに取り組んでいる。それに対して，本研
究は，新しい教授法・教材の研究開発という立場から，それぞれの主体の独
自教科書を授業の中で使う際の，方法論としての教授法・教材のあり方に横
断的な立場から提案を投げかけている。小学校教育現場との様々な形での連
携が可能なものであり，そう言った現実への応用と言う観点での開発も進め
たい。
　小学校英語が様々に議論されている中で，未発達で成長途上にある小学校
児童のための，学習負荷の少ない新たな教授法の開発と作成は喫緊の課題で
ある。従来の暗記型学習から児童を解放し，学習負荷の少ない英会話力の習
得を目指す本学習法は，人間本来の言語操作能力を利用するからこそ，児童
に無理なく英会話練習を提供でき，応用性・汎用性においても優れたもので
あると考える。
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